
報告第５号 

令和７年度株式会社おおや振興公社の経営状況について 

令和７年度の株式会社おおや振興公社の経営状況は、別冊のとおりである。よ

って地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の３第２項の規定により、報告

する。 

令和８年８月31日提出 

養父市長  大 林 賢 一 
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株式会社おおや振興公社 



第39期　事　業　報　告　書 
 

自　令和7年4月 1 日 
至　令和8年3月31日 

 
 
１　総　括 
　第39期のあゆ公園は4月18日より営業を開始し、当期の売上総合計は46,032千円（前年
度比110%・4,159千円の増加）となり、増収を達成いたしました。概要および各部門の状況
は以下の通りです。  

【天候の影響と売上の動向】 

・（4月〜5月）： 低温と雨天の影響により、前年度比93%と低調なスタートとなりまし
た。 

・（6月〜8月）： 早い梅雨明けと好天に恵まれ、6月は前年度比158%、7月は過去最
高売上（前年度比158%）を記録。8月も前年度比108%と順調に推移しました。 

・（9月〜10月）： 週末の相次ぐ雨天により、前年度比78%と苦戦いたしました。 

【部門別の取り組みと成果】 

・人工河川部門： 昨今の物価高騰に対し、BBQメニューの価格や内容の見直しを行
いました。この対策と最盛期の家族連れのお客様のご来場が実を結び、前年度比
113%の増収を達成いたしました。 

・レストラン部門： (公社)養父市シルバー人材センターとの業務委託を継続する中
で、今年度はシルバーの皆様が自ら考案してくださった新メニューを導入いたしまし
た。これにより、地域らしさや温かみのあるサービスが加わり、混雑時にも安定した
店舗運営体制を維持することができました。 

・宿泊部門： 変化する市場ニーズやコスト状況に合わせ、宿泊料金プランの適切な
見直しを実施いたしました。施設の美化徹底と合わせてお得感や利便性を高めた
結果、コテージの稼働率およびサービス品質の維持・向上につながりました。 

【今後の展望】 

　当期は物価高騰などの厳しい社会情勢の中、BBQメニューや宿泊料金の見直し、
さらには設備・備品の修繕、更新など、柔軟な経営改善に挑み、増収という確かな
成果へ繋げることができました。 次年度におきましても、これらの取り組みで得た知
識や地域との連携体制をさらに深め、さらなる利便性の向上とあゆ公園ならではの
魅力あふれる施設づくりにして精進してまいります。今後とも来場されるお客様に長
く愛される施設を目指し、より一層の努力を続けてまいります。  
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部門別の売上の対前年度比較 

（税抜）（単位：円） 

部門 第39期（令和7年度） 第38期（令和6年度） 増減 前年度比 

人工河川 33,388,205 29,499,216 3,888,989 113% 

レストラン・物産 0 0 0 0% 

宿泊 6,804,827 6,651,537 153,290 102% 

駐車場 2,719,917 2,602,280 117,637 105% 

その他 3,120,000 3,120,000 0 100% 

合計 46,032,949 41,873,033 4,159,916 110% 

 
注）レストラン部門は、（公社）養父市シルバーに業務委託をしているため、売上はありませ
ん。 
 
 
 
 
 
 
２　個別事業 
 
（1）​ 人工河川 
　人工河川部門は、家族連れに特に人気のある施設として安定した売上を維持し、当期
売上は33,388千円（前年度比113%）、そのうちBBQ売上においては前年度比104%の増加
を達成いたしました。 

・ 昨今の物価高騰への対応を実施し、BBQメニューの差別化を図るため、食材の一
部（ピーマン等）を有機野菜へと変更するイベントを開催いたしました。 

・ 今期、来場者を対象に実施したアンケート調査（回答結果）より、以下の動向と成
果が明らかになりました。 

○​ 【来場回数（リピート状況）】 初めて（1回目）：64% ／ 2回目：15% ／ 3〜5回目
：11% ／ 数えきれない：4% （未回答：5%） ⇒ 新規顧客の確実な獲得に加
え、全体の3割以上（30%）が複数回来場しているリピーターであり、高い満足
度が継続利用に繋がっていることが実証されました。 

○​ 【あゆ公園を知ったきっかけ】 インターネット検索：32% ／ SNS（Instagram等）
：27%（前年度：19%）  友人・知人の紹介：11% ／ 情報誌・広報：8% ／ キャン
プ場：2% ／ その他：4% （未回答：14%） ⇒ 検索とSNSを合わせたデジタル経
由の認知が59%と過半数を占めています。特に今年度は、新たな試みとして
インフルエンサーを起用した情報発信に注力いたしました。その結果、SNS経
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由の認知が前年度の19%から27%へと大幅に向上しており、ターゲット層へ
のダイレクトなアプローチと新規客の呼び込みに高い効果を発揮したことが
実証されました 。このSNS認知の8%の伸びは、人工河川部門の売上におい
て概算で約2,000千円の増収効果をもたらしたと推計され、当期の業績に大
きく貢献いたしました。 また、口コミ（11%）による確実な広がりも確認されて
います。また7月から8月までの繁忙期（土日祝日やお盆期間）における駐車
料金の設定を継続。期間中の利用台数は3,004台（前年度比107%）に達しま
した。 

 
 

（2）​ レストラン 
　　レストラン部門におきましては、営業日数22日間の中で1,290人（前年度比102%）のお客
様を迎えました。当期は、シルバーの皆様が地域の特色や利用者の好みを活かして自
ら考案してくださった新メニューを新たに導入いたしました。この変化により来場されたお
客様からもご好評をいただきました。 

 
 
（3）​ 宿泊（ペンション・コテージ） 
　　ペンションは、市との協議の結果、経費削減のため水道・ガス・電気の供給を停止して
います。 

　　コテージは、売上6,804千円（前年度比102％）となりました。市場の動向やコスト環境に
合わせた宿泊料金プランの適切な見直しを実施いたしました。また、施設の老朽化が進
行しているという課題に対し、安全性の確保と清潔感の維持に留意し、今年度は宿泊環
境のクオリティ向上と快適性の追求を目的に以下の具体的な改善策を講じました。 

・以前より利用者からの要望が多かったバスタオルを完備し宿泊時の利便性を向上
させました。 

・ 施設の美観と快適性を損なう要因となっていた鳥の糞対策（防鳥対策など）を迅
速に実施し、清潔で安心な滞在空間を確保いたしました。 

　さらに、就労継続支援A型事業所である合同会社SPARKとの連携体制のもと、コ
テージの徹底した清掃管理を継続いたしました。今後も老朽化への計画的な修繕・
メンテナンスを進めつつ、次年度以降の稼働率およびリピート率向上に繋がる運営
基盤を整えていきます。 

（4）​ 全体施策 
　当期は、あゆ公園全体の魅力向上と、来場されるすべてのお客様が快適かつ安全に過
ごせる環境づくりを目指し、「毎年少しでも変化を加え、進化し続ける施設」を共通の心構え
として、以下の全体施策を推進いたしました。 

1.​ 地域貢献と情報発信の強化（来場者と地域を繋ぐ取り組み）： あゆ公園単体での集
客に留まらず、広域的な地域振興を目指しました。具体的には、大屋町内の立ち寄
りスポットの案内や、公式ホームページ（HP）のリニューアルに注力いたしました。こ
れにより、養父市内の事業者や観光資源を積極的にPRする「地域貢献」の役割を果
たし、地域全体の活性化に寄与する体制を整えました。 

2.​ 行政との連携と自主財源による迅速な環境整備： お客様の安全性と利便性を第一
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に考え、養父市との連携体制を強化いたしました。今年度は施設の機能維持のた
め、食洗機や冷蔵ショーケースなどの基幹設備の更新・修繕を含め、必要となる多
額の費用を弊社の負担にて支出いたしました。行政との適切な役割分担のもとで迅
速な修繕対応を遂行したことにより、案内看板の刷新や人工河川の仕切り枠、厨房
機器、コテージの修繕などを遅滞なく完了させ、公園環境を維持いたしました。  

3.​ 顧客目線の空間づくりと安全リスク管理： 夏の猛暑という環境変化に対し、日除け
の屋根を適切な位置へ配置することで、お客様が直射日光を避けて心地よく憩える
快適な日陰空間を整えました。あわせて、無料のリクリエーションスペースの利便性
を高める整備・拡充を行い、ファミリー層を中心とした滞在時の満足度向上を図りま
した。 また、広大な園内の安全管理においては、定期的な敷地内の立木の伐採・剪
定や徹底した草刈りを実施。自然の豊かさと調和した「美しく、安心して過ごせるあ
ゆ公園」を目指しました。 
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３　設備投資と修繕 
（税抜）（単位：千円) 

 

部門 区分 内容 投資 修繕 

川の家 川の家 

冷蔵ショーケース購入（飲み物陳列用） 290  

冷凍ショーケース購入（アイス保管用） 118  

食洗器用ガス給湯器 200  

人工河川仕切り枠  885 

共通 

事務所 

エアコン買替 291  

ノートパソコン購入 108  

ハイゼットカーゴ購入 785  

広告宣伝 

案内看板（駐車場手前側）  226 

施設案内看板（園内・駐車場内）  380 

案内用ポール看板（園外2箇所）  400 

看板デザイン費用  285 

広告宣伝用映像撮影費 110  

コテージ コテージ 

コテージ屋根部分修理（全棟）  121 

コテージ襖張替（全棟）  149 

コテージ縁側・床下修繕　　　　　　　（1・2・3

・5号棟） 
 765 

レストラン レストラン ウッドデッキ撤去  425 

合　　　　計 1902 3636 

総　　　合　　　計 5,538 

 
 

注）10万以上の投資経費と修繕費を計上 
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